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Abstract: This paper considers ELF (English as a lingua franca) in intercultural settings, and 
universal communication skills. The group discussions were conducted in Bangalore, India in 2017 
with Indian business persons and Japanese business persons. They discuss conversation break down 
from their experiences. Indian people claim that short messages from Japanese business persons are 
difficult to understand. They try to understand by asking questions to Japanese business persons. On 
the other hand, Japanese business persons feels different attitude in the talk. Such discourse style 
discourse different causes trouble for controlling meetings and communication. The topic they talked 
supports the concept of the communication skills are. It is clarified cultural values, turn-taking 
system and topic development are important in communication in intercultural settings. This paper 




インド人と日本人のビジネス・パーソンの ELF (English 
























263 社、2008 年は 550 社、2014 年には 1072 社と 10 年
間でほぼ４倍に増えており、インド人との ELF 使用場面
が着目されるところである。 

































英語は Inner Circle の母語ではあるが、ELF で用いら
れる英語の変種はどの地域にも属さないものと定義され





























































広く受け入れられているものに Canale & Swine(1980)が
ある。このモデルは Grammatical competence (語彙・統








では  ‘communicative competence’ の下位要素には、 
‘lingusitic competence,’ ‘formulaic competence,’ 
‘sociocultural competence,’ ‘interactional competence,’ 
‘discourse competence,’ ‘strategic competence’ の 6 つが
示されている(Celce-Murcia 2007: 45)。大谷(2015)は、







また‘interactional competence’は Canale & Swine(1980)
のモデルにはなく Celce-Murcia(2007)が新たに追加した。
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図 1 Revised schematic representation of 
‘communicative competence’ (Celce-Murcia 2007:45) 
 
コミュニケーション能力の習得や教育に関しては、2001







れた（投野,  2013）。2001 年度版では、 ‘understanding’ 
‘speaking’ ‘writing’の 3 つの大きな枠組みがあり、 
‘understanding’の下位分類には ‘reading’と ‘listening’
がある。そして、本研究にかかわる ‘speaking’の下位分類














図 2 話すことの下位分類（尾崎・椿・中井 2010） 
 











スピーキング能力に関しては、初版の 2001 年版と 2018
年度版では大きな変更があった。2018 年に CEFR が改定
され、いわゆる４技能と言われるものが大きく変化してい
る。今までの４技能を、 ‘Communicative language 





項目となったことである。この中には、  ‘spoken 














































































































語の異なるインド人同士が話す場合は、ESL(English as a 












































4.1 方法   
座談会形式の聞き取り調査は 2017 年 8 月 6 日から 11
日に、インドのバンガロールで行った。調査を行ったバン
ガロールは、IT City と呼ばれ海外の IT 企業の進出により
2017 年には世界のダイナミック・シティの１位となり、
アメリカのシリコンバレーにある企業が多く集まってい

















始めた人 1 名がいる。派遣されている４名はインド滞在 3
年から 7 年程度であり、そのうち 3 名は初めての海外赴任
がインドである。インドで会社を始めた人は、通算 40 年
ほどインドに滞在している。参加者の性別は、インド人 10
人のうち 7 名が男性、3 名が女性、日本人は 5 人のうち男

















(2) mediation の方法 
(3) 言語にかかわる上記以外の側面 
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